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 古
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金森
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地区各種団体

基本データ 

区名  大野

区人口 13,6
帯数  5,15
積   ６．

区の沿革 
大野地区は、

位置し、東は

庄地区、西は

庄地区に接し

中心である。

古代より中世

中心は小山地

区は荒涼とし

と考えられて

中世中期には

近）の周辺に

いたが、今か

森長近が大野

城下町が、大

路の原型とな

明治４年の廃

となったが、

県とめまぐる

山の頂に建つ越

体連絡協議会

野地区 
621 人（H30
54 世帯 
３㎢ 

大野盆地の

は上庄地区、

は乾側地区と

し、政治・経

 
世初期にかけ

地区や乾側地

した原野に数

ている。 
は、亥山城（

に小規模な城

から 400 年以

野城を築城し

大野地区中心

なっている。

廃藩置県によ

その年のう

るしく変わっ

越前大野城 

会 

0.1.1 現在）

の北西部の平坦

南は小山地区

小山地区、北

経済ともに大野

けては、政治経

地区にあり、大

数村が所在して

（現在の日吉神

城下町が形成

以上前、天正期

し、新しく建設

心部の街区や用

 
り大野藩は大

ちに福井県、

た。県名はそ
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坦地

区と

北は

野市

経済

大野

てい

神社

され

期に

設し

用排

大野

、足

その

 

後

と

な

大

あ

小

町

の

○実

 大

２

的

に

大

に

掲

は

っ

後も明治６年

と変遷したが

なり現在に至

足羽県地理

大野地区は戸

あった。 

明治２２年

小区がまとま

町は、昭和２

の一地区とな

実施主体 
大野地区各種

 
現状と課題

大野地区は

的用件や歴史

に分かれてい

大野地区全体

においても地

そのため大

掲げ、まちづ

は、地域によ

っている。

年に敦賀県、

が、明治１４年

至っている。 
理誌によると、

戸数 2,083 戸、

年の町村制施行

まって大野町が

９年の町村合

なっている。 

種団体連絡協議

題 

は７３の行政

史的背景から大

いる。まちづ

体だけでなく、

地域性を反映

大野地区全体で

づくりに取り組

より温度差が

明治９年に石

年に再び福井

、廃藩置県当

、人口 9,052

亀山から見た

行により、５

が誕生した。

合併により大

議会 

区から成り、

大きく６つの

くりの取り組

、６地区それ

し進められて

で共通した目

組むことにつ

あるのが実情

 

石川県

井県と

当時の

2 人で

た市街地 
５つの

大野

大野市

地理

の地区

組みは

れぞれ

ている。 

目標を

ついて

情とな



 

３ 事

 平成

実施要

業実施

づく

域を単

に拡大

地区各

用方法

 
大野地

大

進

会

大

 
 大野

方法に

会、大

事業に

区長会

課題解

地区か

組むこ

 
【第

『南っ

 
 第

縁の樹

に合わ

ーシ

トとの

 事業

の『カ

場所

事業の内容 

成２８年に結

要綱が改正さ

施主体が、公

り団体のほか

単位とする社

大されたこと

各種団体連絡

法を検討する

地区各種団体

大野地区区長

進協議会、大

会、大野地区

大野地区社会

野地区各種団

について話し

大野地区体育

に取り組むこ

会については

解決に活用し

から第６地区

こととなった

１地区】 
っこイルミネ

１地区内の春

樹のイルミネ

わせ、有終南

ョンを点灯し

の相乗効果を

業を行うにあ

カスガ良縁団

となる有終南

結の故郷づ

され、交付金

公民館区域を

か、市が設置

社会教育関係

とから、平成

絡協議会にお

ることとなっ

体連絡協議会

長会、大野地

大野地区体育

子ども会育成

会福祉協議会

団体連絡協議

し合いを行い

育協会、大野

こととなった

は、それぞれ

したいとの声

区までそれぞ

た。 

ネーション』

春日神社にお

ネーション事

南小学校の周

し、地域のに

を狙い事業を

あたり「縁の

団』、イルミネ

南小学校へ許

くり交付金事

金の対象となる

を単位とする地

置する公民館の

係団体及び自治

成２９年度は大

おいて交付金の

た。 

会構成団体 
地区まちづく

育協会、大野長

成会連絡協議

会 

議会において活

い、大野地区区

野長生会が交付

た。なお大野地

れの地区におけ

声があがり、第

ぞれが事業に取

 

おいて行われる

事業「縁のあか

周囲でもイル

にぎわいとイベ

を行った。 
のあかり」主催

ネーションの設

許可や協力を呼
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事業

る事

地域

の区

治会

大野

の活

り推

長生

議会、

活用

区長

付金

地区

ける

第１

取り

る良

かり」

ミネ

ベン

催者

設置

呼び

かけ

のイ

 設

まち

子ど

なが

 点

で子

され

縁の

例年

 こ

てい

アピ

作業

とと

け、その結果

イベントとし

設置作業は、有

ちづくり委員

どもたち、そ

がら行った。

点灯式では、

子どもたちが

れた行灯に順

の樹のイルミ

年になく大掛

これらの取り

いただき、地

ピールするこ

業を通じて地

となった。

果、１０月１

して行うこと

有終南小学校

員会が共同で行

その保護者らが

 
有終南小学校

が練り歩き、春

順番に明かり

ネーション

掛かりなもの

組みは報道機

地域の宝であ

ことにつなが

地域住民同士が

「

日の点灯式を

となった。 
校ＰＴＡ、区長

行い、地区住

がお互いに協

校から春日神

春日商店街に

設

を灯し、最後

を全員で点灯

となった。 
機関にも取り

る良縁の樹を

ったほか、一

が交流を深め

「縁のあかり」

 

を一連

長会、

住民と

協力し

神社ま

に設置

設置作業 

後に良

灯する

り上げ

を広く

一連の

めるこ

 
点灯式 



 

【第

『大野

 
 地域

め１

二地区

特性に

 ハザ

土嚢作

わせ、

意識の

また

練を行

なく地

的規模

 さ

結成

ら防災

域全体

２地区】  
野第２地区防

域全体の防災

０月１日を防

区の全町内会

に応じた防災

ザードマップ

作りやＡＥＤ

、さまざまな

の高揚を図っ

た地区内の児

行う地区があ

地区全体で一

模の大きな訓

らには今回の

した地区や、

災資機材の整

体で防災をテ

防災活動一斉

災意識の醸成

防災活動一斉

会（９地区）

災活動を一斉

プ作りや避難

Ｄ講習など、

なメニューに

った。 
児童養護施設

あったなど、

一斉に取り組

訓練を行うこ

の訓練を契機

防災防犯課

整備に着手し

テーマに活動

斉行動日』 

成・向上を図る

斉行動日とし、

が、それぞれ

斉に実施した。

難訓練、消火訓

地区の特性に

訓練の

に取り組み、防

設と協働で防災

単一行政区で

組むことで、比

とができた。

機に自主防災会

課の協力を得な

した地区など、

動したことが、

3 

るた

、第

れの

。 
訓練、

に合

 
の様子 

防災

災訓

では

比較

。 
会を

なが

、地

、さ

まざ

 
【第

『大

第

け住

若返

暮ら

そ

ツへ

 
がで

とに

会を

各

い、

催し

ざまな内容へ

第３地区】

大野第３地区

第３地区は昭

住宅街として

返りする世帯

らし高齢者の

そのため住民

へ参加する機

できるゲーム

により住民同

を企画した。

各町内会で公

最後に１０

した。 

へとつながった

区 住民交流輪

昭和２０年代か

てそれぞれの町

帯が少なく、高

の世帯が多く

民同士が交流す

機会が少なく

ム感覚のスポー

同士の交流を

 
公式輪投げの説

町内会が集ま

た。 

輪投げ大会』

から５０年代

町内会が出来

高齢者のみや

なっている。

する機会やス

なっており、

ーツを実施す

図ろうと輪投

説明会と練習

まって本大会

輪投げの講

輪投げ

』 

代にか

来たが、

や一人

 
スポー

誰も

 

 

するこ

投げ大

習を行

会を開

講習会 

げ大会 



 

 輪投

公式輪

ポーツ

を対象

各町内

けて腕

５人が

いなが

 
【第

『大野

 
普段

出ても

とや、

さない

械を提

 お楽

の太鼓

を行い

に演奏

 会場

新聞の

は、昭

井新聞

色濃く

いた。

投げは初めて

輪投げのやり

ツ推進員から

象とした説明

内において説

腕を磨いた。

が参加し、３

がら交流を深

４地区】 
野第４地区 

段、家に引き

もらい、お互

、近所に住ん

い人たちへお

提供すること

楽しみ会の開

鼓（パコーン

い、当日それ

奏できるよう

場入り口前に

の雪害記事が

昭和３０年代

聞ニュース』

く反映された

。 

てという町内

り方などにつ

ら指導を受け

明会と練習を

説明会と練習

大会には全

３ゲームの合

深めた。 

高齢者お楽

きこもりがち

互いの交流を

んでいてもな

お互いの現況

となどを目的

開催にあたり

ン）づくりの

れを持ち寄っ

うにした。 
には、昭和３

が並べられた

の懐かしのニ

が上映され

た映像を懐か

昭和

内が多かったた

ついて、大野市

けた。最初に区

を行い、その後

習を行い大会に

全町内会から

合計得点を競い

楽しみ会』 

ちな高齢者に外

を深めてもら

なかなか顔を合

況を確認し合

的に実施した。

、事前に手持

のワークショ

て出演者と一

８年２月の福

たほか、会場内

ニュース映画

れ、当事の世相

かしそうに眺め

38 年の雪害記事

4 

ため、

市ス

区長

後に

に向

１３

い合

外へ

うこ

合わ 
う機

。 
持ち

ップ

一緒

福井

内で 
画『福

相が

めて

 

 そ

い）

いこ

ーン

なっ

楽し

 
【第

『大

 
大

防災

難訓

事 

その後、佑雅

の民謡に続

こ）の演奏が

ン（太鼓）を

って盛り上が

しいひと時を

第５地区】

大野第５地区

大野第５地区

災訓練で学び

訓練が行われ

雅秀喜代会（

続き、祥雲太鼓

が行われ、事前

を一緒にたた

がるなど、集ま

を過ごしていた

区 防災活動』

区では、８月

びの里「めい

れることに合

防災マップづく

ゆうがひでき

鼓（しょうう

前に作成した

き、会場が一

まった参加者

た。 

』 

６日の大野市

りん」を会場

わせ、地域の

祥雲太鼓の

くりワークショッ

きよか

うんだ

たパコ

一体と

者らが

 

市総合

場に避

の防災

の演奏 

ップ 



 

意識の

作りを

防災

イザー

究所よ

べきか

の特徴

事前

り避難

れの地

その

消火栓

意すべ

を反映

布した

 
【第

『大野

 
大野

風景写

にカレ

作成

配布

て実感

風景

集し、

校が映

の高揚を図ろ

を行った。 
災防犯課の協

ーに就任いた

より講師を招

かをワークシ

徴を反映した

前にワークシ

難訓練当日は

地区で住民の

の後、区長が

栓の位置、一

べき空き家な

映した独自の

た。 

６地区】 
野第６地区 

野第６地区で

写真や絵画な

レンダーを作

成したカレン

し、地域住民

感してもらっ

景写真や絵画

、六間通りの

映っている懐

ろうと、防災

協力のもと、

ただいている

招き、どのよ

ショップで学

たマップ案を

ショップを開

は多数の参加

の防災意識向

が話し合いを

一時避難場所

など、地区ご

の防災マップ

カレンダー

では「大野市

など」地域が

作成した。 
ンダーは、第

民に大野の素

った。 
画は、現在・

の突き当たり

懐かしい写真

災ハザードマ

市の防災ア

京都大学防災

うな点に注意

学びながら、地

を作成した。

開催した効果も

加があり、それ

向上が図られた

を重ね、消火器

所や避難経路、

ごとの実情や特

プを作り住民へ

ーづくり』 

市内の四季折々

が誇る景観をも

第６地区の各戸

素晴らしさを改

過去を問わず

に旧有終西小

真や、おおの踊

防災マップの例

5 

ップ

ドバ

災研

意す

地域

もあ

れぞ

た。 
器や

、注

特徴

へ配

 

々の

もと

戸へ

改め

ず募

小学

踊り

 
や雪

まっ

カ

年３

 

【大

『大

 
球

者数

じた

むか

大

子ど

目を

を行

男女

例 

雪見灯篭のな

った。 
カレンダーは

３月のカレン

大野地区体育

大野地区体協

球技大会や体

数に減少傾向

た地域の活性

かを考えなが

大野地区体育

どもから大人

を新たに追加

行った。各チ

女、４０歳以上

など大野の四季

は、平成３０年

ンダーを作成

育協会】 
協活性化事業』

体育大会など、

向がみられる

性化に向け、

がら事業を行

育大会の内容

人まで、誰もが

加しようと「

チームから、一

上男子の５名

旧

季折々の風景

年４月～平成

した。 

』 

、地区事業の

中、スポーツ

どのように取

った。 
を検討する中

が参加しやす

なわとびリレ

一般男女、小

名がエントリ

旧有終西小学校の

 

景が集

成３１

 

の参加

ツを通

取り組

中で、

すい種

レー」

小学生

ーし、 

の写真 



 

 
ぴょん

姿に会

 また

し合

 
体を、

用しよ

技プレ

氏を招

 また

自転車

体験コ

元で開

られ、

った。

 平成

周年の

んぴょん跳ね

会場から大き

た、スポーツ

う中で、平成

、ひとつの契

ようと、平成

レ大会で優勝

招き講演会を

た会場内では

車競技やパワ

コーナーや、

開催される競

、大会に向け

。 
成３０年は大

の節目を迎え

ねながらフィ

きな声援が送

ツを通じた地

成３０年に開

契機とし地域

成２９年に行

勝した福井県

を開催した。

は国体推進課

ワーリフティ

ちびっこ相

競技をアピー

け機運を高め

大野地区体育

えることもあ

なわ

ールドを駆け

送られていた。

地域の活性化を

開催される福井

域の盛り上げに

行われた自転車

県選手、中島康

 
課の協力を得て

ング、カヌー

相撲の体験な

ールする場が設

めるよい機会

育協会が創立

あり、地元での

とびリレーの様子

講演会の様子
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ける

。 
を話

井国 

 

に活

車競

康晴

て、

ーの

ど地

設け

とな

７０

の国 

 
体開

性化

行き

 
【大

『大

 

大

ブを

を楽

そ

幅広

おい

とし

 大

会な

学校

への

コ

ング

往復

用し

交通

当日

操に

りウ

途

子 

子 

開催と合わせ

化に貢献でき

きたい。 

大野長生会】

大野地区交流

大野長生会で

を設立し、気

楽しんでいる

その楽しさを

広い年代で交

いてウオーキ

した。 
大野地区体育

など他団体へ

校へチラシを

の参加を呼び

コースは自動

グモールＶＩ

復約５キロと

しドライバー

通安全に配慮

日は天候に恵

に続き、講師

ウオーキング

途中、何度か

せ、スポーツ

きるよう、引

 
流ウオーキン

では、有志が

気候のよい時期

る。 
をより多くの人

交流を図ろう

キングイベン

育協会、大野地

へも参加を呼び

を配布するな

びかけた。 
動車の交通量

Ｏ駐車場か

とした。また揃

ーからの視認性

慮し行った。 
恵まれ約５０名

師から歩き方

グを開始した。

か休憩を挟み

を通じた地域

き続き取り組

グ大会』 

ウオーキング

期にウオーキ

人に知っても

と、大野長生

トを開催する

地区社会福祉

呼びかけたほか

ど、広くイベ

を考慮しショ

ら黒谷観音ま

揃いのビブス

性を高めるな

名が参加。準

のポイントを

。 
ながら、無事

ちびっこ相撲の

 

域の活

組んで

グクラ

キング

もらい

生会に

ること

祉協議

か、小

ベント

ョッピ

までの 
スを着

など、

準備体

を教わ

事に目 

の様子 



 

 
的地の

の差

を潤

利用

スも歩

に合わ

 
４ 事

 今年

金事業

況や課

大野

会員同

て、課

上に図

ながっ

 区長

の黒谷観音へ

し入れを頂戴

した。体力に

し、黒谷観音

歩いていた。

わせ思い思い

事業の成果 

年度、各種団

業に取り組ん

課題などを整

野地区体育協

同士の事業開

課題の共有や

図られ、地域

った。 
長会において

へ到着、住職

戴し恐縮しな

に自信のある

音の裏の八十

参加者は自

いに楽しんだ

団体連絡協議

んだことによ

整理すること

協会や大野長

開催に向けた

や会員間の交

域コミュニテ

ては第１～第

ウ

黒

職より麦茶や軽

ながら乾いたの

人は休憩時間

十八ヶ所巡りコ

身の体調や体

だ。 

議会において交

り、各団体が

につながった

長生会において

た話し合いを通

交流がこれまで

ティの活性化に

第６の各地区で

オーキングの様子

黒谷観音で記念撮
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軽食

のど

間を 
コー

体力

 

交付

が現

た。 
ては、

通じ

で以

につ

で事

業を

が集

らの

った

ま

がま

の大

同士

より

して

かさ

 
５

今

取り

りで

もと

とつ

平

立７

迎え

う地

たい

さ

第６

取り

てお

がら

って

子 

撮影 

を行ったこと

集まる機会が

の手で行う地

た。 
また単一行政

まとまって事

大きい取り組

士が事業に関

り内容の充実

て目標に取り

されることと

今後の展望

今年度は、各

り組みであっ

で事業を行っ

とに更なる内

つなげたい。

平成３０年度

７０周年を、

える。この節

地域コミュニ

い。 
さらに大野地

６地区まで、

り組みで地域

おり、その活

ら、やがては

ていくことが

とにより、それ

が増え、身近

地域づくりを実

政区ではなく、

事業を行った

組みが可能と

関する情報交換

実が図られる

組むことに

となった。 

望 
各種団体連絡協

ったことから、

っていた。来年

内容の充実や新

 
度には、大野地

大野長生会

節目を契機と

ニティの強化へ

地区において

それぞれの地

域コミュニテ

活動からお互い

は地区全体の活

が期待される。

れぞれの区長

なところから

実践すること

、いくつもの

ことで、より

なったほか、

換を行ったこ

など、地区で

よるメリッ

協議会で初と

、どの団体も

年度はこの経

新たな取り組

地区体育協会

は創立６０周

して、よりい

へ取り組んで

は、第１地区

地区がそれぞ

ィの活性化を

いに刺激を受

活性化へとつ

。 

長同士

ら、自

ととな

の地区

り規模

地区

ことに

で共通

トが活

となる

も手探

経験を

組みへ

会が創

周年を

いっそ

でいき

区から

ぞれの

を進め

受けな

つなが


